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　　　　　　　３．事業計画

滋賀県

事 業 実 施 計 画

中山間ふるさと・水と土保全対策事業

棚田地域の総合保全対策事業



１．事業実施の基本方針

現状と課題

事業実施の
基本方針

計画後の
目指す姿

２．事業実施の成果目標

ふるさと・水と土保全対策事業

事業区分 主な成果目標 数値目標

調査研究事業
集落と多様な主体とのマッチ
ングを図る体制の整備

　    　  (現状)　 　(目標)
支援地区　　 0　→　40主体

研修事業 指導員の育成
　        (現状)　　(目標)
指導員（地域リーダー）研修
　　　　　年１回　→　2回

推進事業
農村活性化の計画、実践活動
を行う集落の支援

　　　　　(現状)　  (目標)
支援地区 　0地区  →　12地区

棚田地域の総合保全対策事業

事業区分 主な成果目標 数値目標

保全ネットワー
ク推進事業

自律的活動組織の育成
　    　  (現状)　 　(目標)
支援地区　10地区　→　12地区
自律地区　 0地区　→　 4地区

内　　　　　容

棚田の保全活動を行う組織へ支援を行う。また、参加者募集やボランティア
活動以外のイベント等を企画運営するなど、自主的な取組を実施する組織を
育成する。

集落と企業、大学等が連携もしくは集落単独で、地域の創意工夫による農村
活性化の取り組みを支援する。

  本県の中山間地域は、営農・社会条件等の不利性から高齢化や過疎化が進展しており、かつての農村集落が有していたネットワークや信頼関係が弱体化
している。これまで集落ぐるみの取組によって維持されてきた田園景観や生物多様性の保全、伝統文化の継承、農地や水路等の維持保全がなされてきた
が、それらの維持が困難となってきている。

  中山間地域を始めとする農山村地域では、土地改良施設や農地が農業生産基盤の機能に加え、国土や自然環境の保全、美しい景観の形成、文化の伝承な
ど、地域資源としての多面的機能を有している。このような多面的機能は、農村に生活する人たちだけでなく、都市に生活する人たちにもさまざまな恩恵
をもたらしており、その維持増進は県民の大きな願いであることから、非農家を含めた集落ぐるみのさまざまな自発的・自主的な取組や、都市農村の交流
の促進、中山間地域に対する総合的な対策によって、農村地域力の向上を図る必要がある。

集落と多様な主体（企業、大学、NPO等）が協働し、それぞれが有する知恵
や資源、ネットワーク等の力を発揮できる体制の整備を行うことにより、コ
ミュニティの維持・活性化の取組を支援する。

　指導員の資質向上および実践活動の拡大、地域のリーダーとそれを支える
サポーターを育成するために、研修会等を開催する。

今後は、集落の課題に対する話合いを進め、担い手をはじめ集落の農業者と住民が互いに支え合い、企業や大学、NPO等と協働し地域資源を活かした共同
活動支援などにより、地域の創意工夫による農村活性化を目指す。

内　　　　　容



３．事業計画

ふるさと・水と土保全対策事業

～H26 うちH26 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

①地域づくり芽だし
講座

地域住民自らが地域の課題に対して
考え、取り組んでいく活動に対して支
援を行い、地域活性化を図る。
・ワークショップ
・専門家、職員の派遣

地域の主体的な取り組
みを行う組織づくり、リー
ダーの養成

4地区 1地区
（4）
3地区

（〃）
１地区

(2)
2地区

②中山間地域現状
調査

中山間地域の現状、課題を把握し、多
面的機能を維持するための基礎資料
とすることを目的とする。
・アンケート、ヒアリング調査
・専門家による現地調査（ワークショッ
プ）

中山間地域の農村集落
の現状・課題の把握お
よび多面的機能の維持
対策の支援

－ －

(〃）
36集落
(〃)
6集落

(〃）
24集落
(〃)
3集落

(〃）
12集落
(〃)
3集落

③中山間ふるさと農
村支え合い事業（支
援体制整備）

企業、大学等と集落のマッチング、支
援体制整備および活動補助を行う。ま
た、資源活用マニュアルの作成、情報
発信を行い、協働活動を行う体制を構
築する。

集落、企業、大学、NPO
等の登録

－ － 40主体 20主体 20主体

④指導員の研修事
業

指導員研
修　４回

指導員研
修　１回

指導員研
修　10回

指導員研
修(2）
1回

※１ ※１

⑤地元活性化リー
ダー育成事業（指導
員研修）

－ － 6地区 － － －

⑥（地域活動団体支
援事業）

ふるさと農村支援事
業

地域の活性化を図る目的で行われる
地域住民活動に対して支援を行う。

自律的な地域共同活動
団体への支援

13地区 ２地区 1地区

⑦（地域活動団体支
援事業）

人と地域が織りなす
滋賀の農業・農村活
力創造プロジェクト

集落機能を維持し、魅力ある地域づく
りを目指すため、地域資源を活用した
地域活性化の取組を推進する。

自律的な地域共同活動
団体への支援

－ －
(4)
3地区

参考年度別事業量 現況値
事業区分 事業名 事業内容

研修事業
　県内研修会の開催を通じて指導員の
実践活動における資質向上を図る。

指導員等の資質向上、研
修機会の拡大

推進事業

6地区 6地区

調査研究事
業

計画期間
における
必要事業量

目標年度にお いて達
成すべき状況

(〃)

2地区

（２）

1地区

（〃）

１地区
（1）

0地区



～H26 うちH26 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

参考年度別事業量 現況値
事業区分 事業名 事業内容

計画期間
における
必要事業量

目標年度にお いて達
成すべき状況

中山間ふるさと農村
支え合い事業（支援

体制整備）

地域集落が企業、大学、NPO等と連携
もしくは単独で行う地域の創意工夫に
よる農村活性化の取り組みを支援す
る。

活性化計画および計画
の実践に対する支援

－ － 12地区 6地区 6地区

⑧しがのふるさと活
力づくり支援事業

多面的機能の維持・保全や集落の活
性化への取組を進めるため、３年以上
継続して集落と協働活動を行う企業や
大学、NPO等に対し補助を行う。

集落と協働して活動を
行う多様な主体への支
援

－ － 12地区 6地区 6地区

⑨懇話会の開催

　委員は、学識経験者、消費者ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟ、土地改良区、マスコミ、行政など幅
広い分野と女性の参画にも考慮した
上、各委員からの専門的な指摘、助言
を通じて本事業を効果的に推進すると
ともに、その内容を情報発信して事業
の周知及び県民の理解向上を図る。

事業の効率的な実施と
事業効果の検証

45回開催 2回開催 10回開催
(2)
１回

（〃）
２回

（〃）
２回

２回 ２回

田舎体験しがの更新 更新592件 更新12件
更新(48)
39件

（〃）
24件

（24)
15件

－ － －

滋賀のむらだよりの配
布

2,000部 1,000部
（ 〃 ）
2,000部

（〃）
1,000部

（〃）
1,000部

－ － －

facebookによる情報発
信（更新）

－ － － － 48件 48件 48件

参考事業費
(国費補助＋
県単分）

149,477 2,073 18,322 1,524 4,010 2,852 4,968 4,968

※1　指導員と共に中山間現状調査におけるアンケート・ヒアリング調査を実施。また集落調査（ワークショップ）も指導員と共に実施。

棚田地域の総合保全対策事業

～H26 うちH26 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

保全活動支援 9地区 9地区
累計
12地区

(〃）
10

(〃)
10

（11）
10

12 12

自立的活動地区 － －
累計
4地区

－
(〃)
3

(〃)
3

4 4

参考事業費
(国費補助）

38,123 2,729 11,960 2,915 2,753 2,676 1,808 1,808

保全ネット
ワーク推進

事業

⑪保全ネットワー
ク推進事業

棚田の魅力発信やボランティア参加
の募集および保全活動の支援

⑩普及・啓発事業
本事業の趣旨や農業農村整備事業の
取り組みなどを普及・啓発するため
に、facebookによる情報発信を行う。

 現況値 計画期間
における
必要事業量

推進事業

参考年度別事業量
事業区分 事業名 事業内容

目標年度にお いて達
成すべき状況


